
1

「普天間ヘリ部隊のグアム移転の検証について」

宜野湾市 基地渉外課

「普天間飛行場ヘリ部隊のグアム移転の検証について」

宜野湾市長 伊波 洋一
日時：2010年2月18日（木）
場所：衆議院第１議員会館・第３会議室

普天間飛行場
（宜野湾市）

米国領
GUAM グアム

普天間飛行場ヘリ部隊
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「普天間ヘリ部隊のグアム移転の検証について」

宜野湾市 基地渉外課

１．「海兵遠征部隊３１MEUが沖縄にいないと台湾や韓国に
１日で展開できないので抑止力の致命傷になる」との主張
は国民をだます嘘である。

１．「海兵遠征部隊３１MEUが沖縄にいないと台湾や韓国に
１日で展開できないので抑止力の致命傷になる」との主張
は国民をだます嘘である。

論拠論拠

● ３１MUEは、１年の半分は沖縄にいない。西太平洋の同盟国での
演習に参加している。

タイ
（コブラゴールド演習）

フィリピン
（タロンビジョン演習）
（バリカタン演習）

オーストラリア
（タリスマンセーバー演習）
（サザンフロンティア演習）

グァム
（合同訓練演習）

韓国
（フォールイーグル演習）

太平洋地域
（スプリングパトロール）
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「普天間ヘリ部隊のグアム移転の検証について」

宜野湾市 基地渉外課

１．「海兵遠征部隊３１MEUが沖縄にいないと台湾や韓国に
１日で展開できないので抑止力の致命傷になる」との主張
は国民をだます嘘である。

１．「海兵遠征部隊３１MEUが沖縄にいないと台湾や韓国に
１日で展開できないので抑止力の致命傷になる」との主張
は国民をだます嘘である。

論拠論拠

● ３１MUEは、１年の半分は沖縄にいない。西太平洋の同盟国での
演習に参加している。

● １月から５月の間においては約３ヶ月は、海外演習・訓練に出ていた。
９月下旬から１１月下旬までフィリピンに出ていた。
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「普天間ヘリ部隊のグアム移転の検証について」

宜野湾市 基地渉外課

１．「海兵遠征部隊３１MEUが沖縄にいないと台湾や韓国に
１日で展開できないので抑止力の致命傷になる」との主張
は国民をだます嘘である。

１．「海兵遠征部隊３１MEUが沖縄にいないと台湾や韓国に
１日で展開できないので抑止力の致命傷になる」との主張
は国民をだます嘘である。

論拠論拠

● ３１MUEは、１年の半分は沖縄にいない。西太平洋の同盟国での
演習に参加している。

● １月から５月の間においては約３ヶ月は、海外演習・訓練に出ていた。
９月下旬から１１月下旬までフィリピンに出ていた。

● ３１MUEの重要な役割は、西太平洋での米国の同盟国との安全保障
条約を実証するために、合同演習や合同訓練を行うことである。

● ２０１０QDRはグアムを西太平洋地域における安全保障活動のハブ
とする。

※海兵隊によると、３１MUEは例年、韓国やフィリピン、タイなどの各軍との演習や訓練に参加。
隊員たちは佐世保配備の揚陸艦に乗り、１年の半分程度は沖縄を離れて活動しているという。

（2009/0812 四国新聞社）
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「普天間ヘリ部隊のグアム移転の検証について」

宜野湾市 基地渉外課

２．普天間飛行場のヘリ部隊がグアムに移転することを示す
いくつもの証拠がある。

２．普天間飛行場のヘリ部隊がグアムに移転することを示す
いくつもの証拠がある。

グアム移転する
部隊内訳については
不明であった

在沖海兵隊約８，０００名の要員
その家族９，０００名のグアム移転
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「普天間ヘリ部隊のグアム移転の検証について」

宜野湾市 基地渉外課

２．普天間飛行場のヘリ部隊がグアムに移転することを示す
いくつもの証拠がある。

２．普天間飛行場のヘリ部隊がグアムに移転することを示す
いくつもの証拠がある。

普天間飛行場
普天間飛行場のヘリ部隊

を含むことが
判明した

在沖海兵隊約８，０００名の要員
その家族９，０００名のグアム移転

米軍作成資料等を
検証
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「普天間ヘリ部隊のグアム移転の検証について」

宜野湾市 基地渉外課

２．普天間飛行場のヘリ部隊がグアムに移転することを示す
いくつもの証拠がある。

２．普天間飛行場のヘリ部隊がグアムに移転することを示す
いくつもの証拠がある。

論拠論拠

１ 「グアム統合軍事開発計画」で「海兵隊航空部隊と共に移転してくる
最大６７機の回転翼機と９機の特別作戦機CVー２２航空機用格納庫
の建設、ヘリコプターのランプスペースと離着陸用パットの建設」と記述。

「グァム統合軍事開発計画」（２００６年７月）



8

「普天間ヘリ部隊のグアム移転の検証について」

宜野湾市 基地渉外課

２．普天間飛行場のヘリ部隊がグアムに移転することを示す
いくつもの証拠がある。

２．普天間飛行場のヘリ部隊がグアムに移転することを示す
いくつもの証拠がある。

論拠論拠

２ ６５機から７０機の海兵隊航空機が来ることになっているが、機数に

ついては動いていて確定していない。海兵隊航空戦闘部隊１，５００人
がアンダーセン基地に来る予定」（2007年7月 アンダーセン空軍基地副司令官）

「沖縄本島中部市町村長 グァム基地視察」（２００７年７月）

アンダーセン空軍基地でのブリーフィング
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「普天間ヘリ部隊のグアム移転の検証について」

宜野湾市 基地渉外課

２．普天間飛行場のヘリ部隊がグアムに移転することを示す
いくつもの証拠がある。

２．普天間飛行場のヘリ部隊がグアムに移転することを示す
いくつもの証拠がある。

論拠論拠

３ 国防総省グアム軍事計画報告書に沖縄からグアムへ移転する部隊名が

示された。列挙された１１の普天間基地に関連する海兵隊部隊の中に
海兵隊中型ヘリ中隊が入っている

国防総省グアム軍事計画報告書（２００８年９月１５日）
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「普天間ヘリ部隊のグアム移転の検証について」

宜野湾市 基地渉外課

２．普天間飛行場のヘリ部隊がグアムに移転することを示す
いくつもの証拠がある。

２．普天間飛行場のヘリ部隊がグアムに移転することを示す
いくつもの証拠がある。

論拠論拠

４ 「沖縄からグアム及び北マリアナ・テニアンへの海兵隊移転の環境影響評価/
海外環境影響評価書ドラフト」によるとグアムのアンダーセン航空基地の
ノースランプ地区に海兵隊回転翼部隊としてＭＶ－２２オスプレイ２個
中隊２４機を含めＣＨ－５３Ｅ大型ヘリ４機、ＡＨ－１小型攻撃ヘリ４機、
ＵＨ－１Ｎ小型多目的ヘリ３機の合計３７機が配備される。
（※ちなみに現在の普天間基地にはヘリ３６機が駐留している。）

「沖縄からグァム及び北マリアナ・テニアンへの海兵隊移転の環境影響評価
／海外環境影響評価書ドラフト」（２００９年１１月）

ＣＨ－５３Ｅ４

ＡＨ－１（攻撃）（コブラ）６

ＵＨ－１（多目的）（ヒューイ）３

ＭＶ－２２（輸送）（オスプレイ）１２一時配備：回転翼機

ＭＶ－２２（強襲輸送）（ＰＣＳ）１２常駐機：回転翼機（ヘリコプター）

種 類機 体 数要 素
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「普天間ヘリ部隊のグアム移転の検証について」

宜野湾市 基地渉外課

２．普天間飛行場のヘリ部隊がグアムに移転することを示す
いくつもの証拠がある。

２．普天間飛行場のヘリ部隊がグアムに移転することを示す
いくつもの証拠がある。

論拠論拠

５ グアム州政府から説明された資料に、移転を想定している海兵隊部隊と
して、３１st Marine Expeditionary Unit ・第３１海兵遠征部隊２，０００人
と記述されている。
よって、グァムに来る３７機の回転翼機には、３１MEUのヘリ部隊である
普天間基地の海兵航空ヘリ部隊が含まれると推察できる。

31st Marine Expeditionary Unit
Α 31ᾰ Ἱ Β

2000 Marines
Αᾰ ổзеее Β
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「普天間ヘリ部隊のグアム移転の検証について」

宜野湾市 基地渉外課

２．普天間飛行場のヘリ部隊がグアムに移転することを示す
いくつもの証拠がある。

２．普天間飛行場のヘリ部隊がグアムに移転することを示す
いくつもの証拠がある。

論拠論拠

６ 「再編実施のための日米のロードマップ」では

『約８，０００名の第３海兵機動展開部隊の要員とその家族約９，０００
名は部隊の一体性を維持するような形で２０１４年までに沖縄からグアム
へ移転する。」とされた。

しかしながら、沖縄の海兵隊の家族数が
９，０００人を超えたことは復帰後３８
年間で４年間しかなく、９，０００人は
最大時の人数であり、家族を伴う常駐部隊
はすべてグアムに移転すると考えられる。
普天間に配備されている中ヘリ部隊も常駐
部隊であり、グアムへ移るものとされる。

「再編実施のための日米のロードマップ」（２００６年５月１日）

在沖海兵隊の家族数（推移）

0

3,000

6,000

9,000

12,000

S47 S52 S57 S62 H4 H9 H14 H19

家族
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「普天間ヘリ部隊のグアム移転の検証について」

宜野湾市 基地渉外課

２．普天間飛行場のヘリ部隊がグアムに移転することを示す
いくつもの証拠がある。

２．普天間飛行場のヘリ部隊がグアムに移転することを示す
いくつもの証拠がある。

論拠論拠

７ 「沖縄からグアムおよび北マリアナ・テニアンへの海兵隊移転の環境影響
評価/海外環境影響評価書ドラフト」では

地球規模で海外米軍基地を削減する基地見直しによって、国防総省が
沖縄の海兵隊の適切な移設先をグアムとした。

そして、２０１０QDRでは、「グアムを西太平洋地域における安全保障に
係るハブにする。」としている。

よって、２０１４年以降は、グアムが西太平洋での海兵隊の拠点になり、
普天間海兵航空基地の役割もアンダーセン空軍基地のノースランプ地区に
移っていく。

「沖縄からグァム及び北マリアナ・テニアンへの海兵隊移転の環境影響評価
／海外環境影響評価書ドラフト」（２００９年１１月）
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「普天間ヘリ部隊のグアム移転の検証について」

宜野湾市 基地渉外課

２．普天間飛行場のヘリ部隊がグアムに移転することを示す
いくつもの証拠がある。

２．普天間飛行場のヘリ部隊がグアムに移転することを示す
いくつもの証拠がある。

論拠論拠

８ 「約８，０００人の海兵隊員の沖縄からグアムへの移転は、沖縄の海兵隊
が直面している民間地域の基地への侵害（Encroachment）を解決するため」
と記述している。（普天間基地が最大の侵害（Encroachment）問題である）

米国海兵隊の軍事態勢（２００９年６月）
～米国海兵隊司令官ジェイムズ・コンウェイ大将 委員会証言～

The movement of these forces will 
address encroachment issues facing 
Marines on Okinawa.
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「普天間ヘリ部隊のグアム移転の検証について」

宜野湾市 基地渉外課

３．２００６年５月の「再編実施のための日米ロードマップ」
合意で、沖縄の海兵隊の部隊は、ヘリ部隊を含めて、
ほとんどがグアムに移転する。

３．２００６年５月の「再編実施のための日米ロードマップ」
合意で、沖縄の海兵隊の部隊は、ヘリ部隊を含めて、
ほとんどがグアムに移転する。

沖縄の海兵隊兵力
１２，４０２人

（２００８年９月末）

沖縄の海兵隊兵力
１２，４０２人

（２００８年９月末）
１０，６００人が移転

● 日米ロードマップでは「約８，０００名の第３海兵機動展開部隊の要員と、
その家族約９，０００名は部隊の一体性を維持するような形で２０１４年
までに沖縄からグアムへ移転する」とした。

１０，６００名２，０００名８，６００名
沖縄からグアムおよび北マリアナ・テニアンへの
海兵隊移転の環境影響評価/海外環境影響評価書ドラフ
ト

１０，５５０名２，０００名８，５５０名国防総省グアム軍事計画報告書

９，７００名２，５００名７，２００名グアム統合軍事開発計画

合 計ＵＤＰ配備常駐配備米 側 計 画




